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哲　学　第 146集 ―――編 集 後 記―――

岡田光弘教授は 1990 年のご着任以来，
これまで長年にわたり慶應義塾で教鞭を
とり，哲学専攻での教育・研究を中心に多
方面で大きな功績を残された．また，2014

年に初代所長として論理と感性のグローバ
ル研究センターを設立するに至るまで，塾
内の数多くのプロジェクトの拠点責任者を
努め，研究の発信と研究者の育成にご尽力
された．本号は，岡田先生がこれまで指導
してきた学生，及び，哲学とその関連分野
の共同研究者を中心に，岡田先生の業績を
讃えるとともに，それを少しでも発展・普
及させることを目的として編纂されたもの
である．
ここに掲載された論文は大きく分けて研

究論文（原著論文）と寄稿論文・エッセイ
に分かれる．研究論文としては，哲学・論
理学の中でいずれも岡田先生の研究領域
とかかわりが深い，線形論理の意味論（小
関健太郎・岡田光弘「線形論理の意味論の
Truthmaker 解釈に向けて」），証明論と順序
数（秋吉亮太，アンドリュー・アラナ「竹
内の整礎性証明再訪」），言語哲学・自然言
語の形式意味論（天本貴之「動的意味の真
理条件的性質」），分析哲学・形而上学（北
村直彰「「基礎づけの基礎づけ」問題の構
造」）という多岐にわたるテーマの論文が
集まった．
寄稿論文としては，意思決定の心理学

（森井真広・井出野尚「図的表現を用いた多
属性意思決定研究に関する現状と展望」），
図的推論の論理学（竹村亮「図形表現を用
いた証明の正規化について」），図的推論の
認知科学（佐藤有理「「否定は描けるか」プ
ロジェクトの概要：意味論と実世界データ
分析」）という，いずれも岡田先生がこれ
まで深くかかわってきた学際的な研究プロ
ジェクトについて，第一線の方々から研究
の現状と展望をコンパクトにまとめた論文

をご寄稿いただいた．また，エッセイとし
ては，岡田先生と論理学・計算機科学の分
野で共同研究を行ってきたお二人からご寄
稿いただいた（高橋優太「計算と演繹—個
人的な回想—」，長谷部浩二「師資相承」）．
いずれも，岡田先生との共同研究，また研
究指導の雰囲気をよく伝えるものとなって
いると思う．
本号に掲載された論文・エッセイは岡田

先生の業績と深い関連があるものを中心に
編まれているとはいえ，その主要な専門分
野の一部をカバーするものに過ぎない．岡
田先生の業績のうち主たるものは，「業績
抜粋」として本号冒頭に掲載しているが，
そこには例えば，フッサールとウィトゲン
シュタインについての一連の世界的な業績
から，デカルト研究（「デカルトにおける
「論証」の概念と彼の形而上学的論証の論
理的基準」三田哲学会編『哲学』100 号）
まで，哲学史の深い知識と哲学的洞察にあ
ふれた研究が含まれている．じっさい，岡
田先生の重要な研究分野の一つである計算
機科学の専門家から，計算機科学の岡田先
生と哲学の岡田先生が同一人物だとは思い
もよらなかった，という逸話を耳にしたこ
とがある．また冒頭の岡田先生ご自身によ
るエッセイ（「大出晁（大江晁）先生の想
い出」）に垣間見られるように，印象深い
多数のエッセイがある（例えば「竹内先生
とロジック」『数学セミナー』2018 年 2 月
号所収）．
業績抜粋を見れば分かる通り，岡田先生

の中で哲学とは，文学や芸術とも近接した
領域であると同時に，論理学とつながりの
ある新しい科学（情報科学・計算機科学・
人工知能から認知科学・言語学まで）の発
展を助け，その分野に新たな展望を開きつ
つ，伝統的な哲学にもそれまで受け入れら
れてきた前提や常識に対して再考を迫るよ
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うな，きわめてインタラクティブな営みと
して実現されている．科学（特に論理学と
情報科学・計算機科学との融合）に対して
その内側から，その分野の研究者とともに
考え，その分野に影響を与えるような独創
的研究を行ってきたという点に，岡田先生
の研究の特色のひとつがあるように思う．
これは決して容易にまねできることではな

いが，哲学のひとつの姿として，われわれ
後進の研究者が少しでも見習うべき模範と
してあり続けるだろう．本号に採録されて
いる論文・エッセイと業績抜粋がこの科学
とも文学とも近接する哲学の姿を一部では
あるが，広く報告し，その価値を周知させ
るものとなることを願う．

（峯島宏次）
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